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研究成果の概要 

 

この数十年、SARS、MERS、豚インフルエンザ、COVID-19などの新興感染症や、一般的感染

症動向に関する公衆衛生問題に対して、データに基づいて施策を決定するエビデンス駆動形の

意思決定が求められています。特に、近年 SNSやインターネットを用いてビッグデータをリアルタイ

ムに収集し、結果の社会還元まで行う方法が注目されています。こういったシステムにより迅速な調

査を行い、発生地域を迅速に絞り込むことが重要であり、それにより疾病の蔓延を抑制するための

適時適切な介入方法を選択することができます。こういった有用性にも関わらず、これまでパンデミ

ック下における、サーベイランスシステムを用いた統計手法開発は非常に限定的なものでした。 

2022年度は、このような現状において、非常事態宣言などの介入の効果推定のモデルを拡張

する研究とそのリアルデータ解析応用に着手しました。具体的には、Interrupted time seriesモデル

(ITS)という折れ線回帰の手法がありますが、従来の方法は介入時点を一つ決めなければなりませ

んでした。本研究では、ここに時系列モデルでしばしば利用される Distributed lag term と ARIMA

モデルを導入することで、介入時点がある程度ファジーに決まっている場合（つまり、非常事態宣

言であれば宣言日ではなく、その前の人々が介入を期待する時期から介入効果が開始されている

と考える）でも、その効果をうまく推定できることを示しました。 

また、COVID-19流行時の超過/過小死亡では、COVID-19による直接の死亡だけではなく

COVID-19の存在により起こる死亡減（たとえば行動抑制による交通事故の減少）や COVID-19

により 2次的に起こる死亡増（たとえば受診控えや医療ひっ迫による他の疾患の死亡増）がありま

す。これらの複数時系列を同時に分析することで、真の超過死亡の要因や日本の独自性などを検

証することを最終目標として、その前段階として、（想像しうる）各要因に対して個別に超過/過小が

2020年より発生しているかを検証し、論文化をしています。 
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